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キャンプカウンセラーの性役割がキャンパー

の性役割意識に及ぼす影響
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Effect of camp counselors' gender-roles 
on campers' gender-role awareness 

Tomoko.SEKI MinorU.IIDA‘ Naotaka. TACHIBANA' 
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The purpose of this study was to investigate 1 )camp counselors' gender-roles， 2 )the effect of camp 

counselors' gender-roles on campers' awareness of gender-roles. 

Subjects consisted of 76 campers Cmale=42， female=34) ，5th to 7 th grade school children， and 

8 camp counselors Cmale= 4， female= 4) who participated in Shizuoka Frontier Adventure Camph 

eld in 1993. The campers rated the camp counselors on gender-roles using the Camp Counselor Gender-

Roles Inventory before and after camp. 

This study revealed the following results : 

1) Regardless of counselors'gender，campers'scores on Masculinity decresed on the gender-roles 

“Activity-enegies" dimension. 

2) For the female counselor group， the female campers scored lower on Femininity on the gender-

roles “Care-sensitivity" demension. 

3) Male and female campers'scores on Humanity decresed on the gender-roles “Sincerity to Children" 

demension in conection with the female counselor group，and therefore the campers changed into 

similar awareness of camp counselors'gender-rol巴s.

* 筑波大学体育科学系(Instituteof Health and Sport science， University of Tsukuba) 

受理:1996年 2月17日
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緒言

“男性らしさ"、“女性らしさ"の尺度として、性

役割の概念が注目されているO

Brovermanら2)は、一般的に男性には「能力」、女性

には「あたたかさと表情の豊かさ」が求められている

ことを報告している。こういったステレオタイプは、

社会が要求する性別への役割期待を意味し、男性・女

性に対して異なった影響を及ぼしている。

Rosenkrantz引は、ステレオタイプが女子学生の自

己概念に強く影響しており、女子が男子よりもネガティ

ブに自己評価することを示唆している。また伊藤町は、

男性は男性役割の特性を全うすることで社会的望まし

さを得るが、女性は女性役割の特性に沿えば未熟で望

ましくないとの評価を受け、他方、社会的望ましさに

従がえば、女性的ではないと評価されることを指摘し

ている。これらの報告は、性役割の及ぼす影響力が男

性と女性に対してでは巽なっていることを裏づけるも

のである。

ところで、キャンプは非日常的で、男女の役割づけ

が比較的少ない活動といえる。その中で、キャンプカ

ウンセラー(以下、カウンセラーとする)は、指導上

重要な立場に置かれている。 Mitchell&Meier5
) は、

良いカウンセラーの条件として「人間が好きなこと」

「同情心、共感性があることJr自然が好きなこと」に

代表されるような男女共通の資質を提唱している。し

かしながら、カウンセラーの性別や性役割上の側面を

考慮した特質については触れていない。一般社会の影

響を受けていると思われる男女カウンセラーが、キャ

ンプ生活ではどのような性役割を担っているのか、ま

たそれがキャンパーにどのような影響を与えるのかに

ついての報告は、筆者が調べた範囲では行われていな

し、。

そこで、男女カウンセラーの性役割について評価す

るとともに、カウンセラーのf生別、性役創がキャンパー

の意識にどのような影響を及ぼすかについて擬すする。

以上の目的を明らかにするために、次の課題を設定

しTこ。

課題 1 カウンセラーに対するキャンパーの性役割

意識構造を明らかにする。

課題2 カウンセラーに対するキャンパーの性役割

意識がキャンプ経験によってどのように変

化するかを明らかにする。

研究方法

1.被検者

1993年7月11日-12日の事前研修及び同年8月1日

-11日に行われた静岡県フロンティア・アドベンチャー・

キャンプの全日程に参加した、小学校5年生~中学校

1年生までの参加者76名(男子42名、女子4名) 8名

を被検者とした。

2.キャンプの概要

キャンパーの学年・男女を、ほぼ均等に配分し、 1

班9人-10人の 8班編成で行った。また班づきの指導

者として、カウンセラーが各班に 1人づ、つ割り当てら

れた。キャンププログラムは、班内の仲間作りを中心

とした冒険ウオークラリー、到Iごとにビパークを行二っ

た11白2日のサパイパルハイクや、ノfラグライダー、

川遊び、マウンテンバイク、シャワークライミング、

ロッククライミング、草木染め、バター作りなど様々

な活動からキャンパーが自由に 2種目選択できるお好

み活動、その他クラフト、キャンプファイアーなどに

より構成された。

表 1 プログラム
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これらは全体的に班単位で活動するプログラムが主

要だったが、お好み活動やキャンプ場の日曜日(カウ

ンセラーの休養日)などでは、担当カウンセラー以外

のカウンセラーやスタッフと共に活動する機会も含ま

れている。

なお、本研究では、キャンプ全体を通して、カウン

セラー及びキャンパーの性役割上の操作はいっさい行

わなかった。したがってカウンセラーはキャンプ場、

あるいはサパイパルバイクのようなキャンプ場外にお

いても、同様に担当班の指導を行った。なお、お好み

活動では、マウンテンバイク、川遊び、パラグライダ一、

シャワークライミング、ロッククライミングなどの動

的活動は、男性スタッフと少数の女性スタッフが行い、

草木染め、バター作りなどの静的な活動は、主として

女性スタッフが行った。

3.検査及び手続き

3. 1. キャンパー性役喜IJ意識調査

カウンセラーの性役割を、キャンパーの評価を通し

て測定するために意識調査を行った。赤井')， Bemヘ
Heilbrun 4) 5) 等の文献を参考に、カウンセラーの条

件・資質として考えられる49項目を採択し、児童・生

徒用に修正・作成した。

「次の事柄について、あなたは、男子カウンセラー

と女子カウンセラーのどちらの方があてはまると思い

ますか。」というキャンパーに対する閣に対し、「男子

である」、「どちらかといえば男子であるJ、「どちらと

もいえないJiどちらかといえば女子であるJi女子で

ある」の 5段階評定により回答した。得点化にあたり、

おのおの-2点から一 1点、 O点、 1点、 2点を与え、

各項目別の性役割得点を求めた。なお、本調査は事前

研修(キャンプ20日前)前のpre調査とキャンプ10日

目のpost調査の 2回実施した。

3. 2.その他の調査

キャンプ指導を行う際、その指導方針に影響を与え

ると思われる個人の性役割観について、 8名のカウン

セラーに、キャンプ初日とキャンプ10日目の 2回にわ

たり、自由記述形式で調査を行った。
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結果と考察

1. カウンセラーに対するキャンパー

の性役割意識4あ童
キャンパー性役割意識調査のうち、キャンプ経験に

よってカウンセラーの性役割に対する認識が確立され

たと考えられる post調査について因子分析を行った。

因子負荷量0.5以上を有効とし、項目 2つ以上を含む

10因子を抽出した(表 2)。これらの因子命名は、文

献と専門家の意見を参考に行われた。

伊藤勺ま、性役割の評価に関する研究で、男性役割

に該等する性質をMasculinity、女性役割に該等する

性質をFemininity、さらに男性と女性を包括的に示

す性質をHumanityとして分類を行っている。本研究

では、 Masculinityを男性役割、 Femininityを女性役

割、 Humanityを男女共性役割と解釈し、考察を進め

る。

前述した10因子を伊藤に従って分類すると、指導力

のある、行動力のある、自己主張のできる、等に対応

する「活動性・行動力J(第 1因子)は男性役割にあ

たる O また、言葉使いがていねいな、繊細な、 f瑚頂な、

献身的な、静かな、などに対応する「気づ‘かい・細や

かさJ(第 2因子)、「子供の尊重と愛護心」舗5因子)、

「非自立性J(第6因子)、「母親的役割J(第 9因子)

は女性役割にあてはめることができる。一方、「責任

感J(第 3因子)、「子供に対する誠実性J(第 4因子)、

「決断力・あたたかさJ(第 7因子)、「規則・マナーに

関する忠実さJ(第8因子)、「自然に対する認識度」

(第10因子)は、男女共性役割に相当するものである。

したがって、本研究における性役割因子構造は、男

性役割=1因子、女性役割ニ 4因子、男女共性役割=

5因子によって成り立っていることがわかる。

2.性役割意識の変化と性差の関連

性役割得点の変化と性差の関連を明らかにするため

に、それぞれの因子について性役割得点の平均値を求

め、測定段階 (pre・post)、キャンパー性別(男子・

女子)、所属する班のカウンセラー性別(男性・女性)

を3つの要因とする分散分析を行った。

まず測定段階の主効果では、「活動性・行動力」に

有意差が認められた。 (F(1，72) =6.侃，pく.05)。キャ

ンパー全体の平均値が、 .95 (SD = .52)からー .75
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表2 性役割意識調査因子構造

質問項目 2 3 4 5 8 7 8 自 10 

第1園子活動性・行動力

弱音を吐かずに我慢強く行動する .787 -.069 .126 .056 -.086 .043 -.008 -.104 -.027 049 

言葉だけの説明だけでな〈実際に手本を見せる .784 -.013 -.002 .186 .230 120 .002 -.077 .020 -.057 

体や服毒事が汚くなる仕事も楽しんで行う .883 .005 目265 -.169 -.162 -.283 .200 -.055 -.090 -.009 

キャンプ活動が大傷害である .骨51 -.177 -.033 .130 006 .118 -.075 047 ・.112 .019 

やる気があり.、生き生きと活動する .843 .167 036 .104 -.011 .050 .025 目176 司 .203 -.054 

キャンプ77イヤーの薪の組み方を数える .840 -.065 .153 -.230 ・.312 -.105 .001 .079 -.222 .163 

人前でも大きな声ではっきりと、わかりやす〈しゃべる .808 目365 目。16 -.147 .103 -.085 -.200 .060 .052 -.121 

キャンプ生活で何を行えば楽しいのか自分で探し出せる .580 目。79 -.135 -.127 ・.103 .067 .251 .094 -.130 -.114 

|体にパワーがある .56・343 .238 -.126 -.227 -.239 .111 021 .052 .070 

第2因子気づかい・細やかさ

言葉遣いが丁寧である ー.084 .757 ・.008 .075 .290 -.036 .084 .102 -.022 .014 

細かいところに気がつき心配りができる ー.076 .725 -.171 .094 .040 .003 -.132 。74 .090 079 

回ったことがあればすぐに助けてくれる .097 .554 096 .228 -.014 -.009 .422 -.315 -.051 .008 

でしゃばらずに、ひかえめに行動する ヘ179 .663 -.199 -.055 066 .027 .029 .085 041 .11自

第3因子責任感

量後まで責任をもって仕事をやり速す 284 -.170 .772 苧 .260 105 -.108 -.085 023 .067 .023 

自然の中で火のつけ方を教える 目210 -.186 .804 .302 ・.059 -.219 .150 .112 -.165 -.124 

自分でいったことを必宮里行し、うそをつかない ー.142 325 .628 .0自由 .067 .059 .109 .090 -.024 -.196 

第4因子子供に対する瞳寒性

いつも明晶〈子供連とつきあう ー.056 .156 .048 .842 .095 -.128 ・.069 .076 -.18自 149 

約束ごとをきちんと守る .080 .083 -.164 .732 .086 -.082 .092 ・.082 .272 006 

第5因子子供の尊重と愛積心

自分の考え方を押しつけず子供の意見を取り入れて生活する .139 192 .034 -.078 .800 -.007 .130 114 -.092 .095 

危ないことは行わない .333 170 -.091 .143 .818 ヘ135 .001 .042 .240 ・056

いつも体の嗣子に注意する 一回 282 015 .021 -.024 .640 .205 -.042 040 -.023 -.134 

第自因子非自立性

子供の年前や男女によって結し方や振る舞い方を変える .053 -.002 -.024 -.052 ・.055 .811 .073 .076 03自 .03自

子供をひきつけるようなあたたかさを持っている .013 .010 -.028 -.385 、065 .680 ヘ008 -.267 .042 .096 

第7因子決断力・あたたかさ

子供還が迷っている時にも、キッパリとものごとを決める 004 一回046 -.012 -.054 .068 .080 .880 -.055 -.092 027 

子供をひきつけるようなあたたかさを待っている .123 337 .006 目120 .133 -.005 .642 -.193 目258 .111 

M8因子規則・マナーに対する忠実害

時間に遅れないで決められたことを素早〈行う ー.018 069 .058 ・.002 123 -.058 一回021 .822 037 .027 

行儀がよい ー.198 .339 ・.099 目165 164 .075 -.039 .618 125 111 

第自函子母親的役割

怪我した人の手当や看病をす畠 ー.130 .033 -.054 .007 -.006 037 .016 058 .886 078 

テントの組み立て、級い方聖教丞る 483 -.082 ヘ173 .262 .109 ・.160 目171 .083 ・.603 144 

篇10因子 自然に封す墨車検度

人間と自然のつながりについて結をする 目。57 .061 -.088 .134 022 116 ・.075 目。2自 044 .844 

皇坐1liどれだ11美しいものであるかを知っている -.057 .396 073 -.045 .477 -.065 .177 .061 -.051 .6511 

寄与塞~ 17.7 10.8 6.3 5.8 4.3 4.0 3.1 2.6 2.5 2.1 

(SD=.67)へと変化したしたことから、キャンパー

の「活動性・行動力」に対する男性役割志向は、キャ

ンプ体験によって弱まった。因子別平均得点の O点は

男女共性役割を意味するため、「活動性・行動力」は、

キャンプ後も依然として男性役割傾向にある因子だっ

たことがわかる。これは、男女カウンセラーが閉じ活

動をこなせることを認識はしたものの、絶対的な身体

能力、体力差を考慮した評価だったことがf醐リされる。

こういった「活動性・行動力」に対する男女共性役割

観は、キャンプによってさらに高まるのかについては

再度調査を行う必要がある。今後は、カウンセラーの

性別、活動内容、指導方法などとの関連について検討

する必要があると考えられる。

次に、キャンパー性別の主効果について調べてみる

と、「責任感J(F(1，72)=7.89，Pく.01)、「子供の尊重

と愛護心J(F(1，72)=5.77， Pく.05)、「非自立性J(F 

(1，72) =5.回，Pく.05)に有意差が認められたO 以上

の3因子における性役割得点は、表3より、いずれも

男子キャンパーより女子キャンパーの方が高かった。

したがって、「責任感」については男女共性の性質

としてとらえようとする意識傾向が男子キャンパーよ

り女子キャンパーに強く現れているのに対し、「子供

の尊重と愛護心」はド自立性」については、男子キャ

ンパーの方がキャンパーより男女共性役割観が強かっ

たことがわかる。「責任感J=男女共性役割、「子供の

尊重と愛護心Jr非自立性J=女性役割とした分類方

法から判断すると、以上の 3因子に対する評価は、男

子よりも女子キャンパーの方がその意向に沿ったもの

で、女子がステレオタイプ的な価値観により強く影響

されていたために生じた男女差だったととらえること



表3 男女キャンパーの性役割平均得点と標準偏差

male female 

~ JL2....!..土-.ILL三~

1.0 
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一→・一切男性カウンセラー班・男子
一「合一・女性カウンセラー班・男子

ーベ〉一男性カウンセラー斑・;主子
ーゼトペ女性カウンセラ一斑・女子

mean(SD) mean(SD) 国ean(SD) mean(SD) 性

活動性・行動力 -.94(， 58) 74ι 77)ー.95(， (6) 一75(， 51) 

気づかい・細やかさ .27(， 93) .40(， 87) 74(.55) 46(， (8) 

責任感 -.68(， 79) .51<.61)ー 25(.61) ー25(.63)

子供に対する誠実性 .25(1. 00) -.02<.86) 19(.75) 06(， 56) 

子供の尊重と愛護心 .36(， 95) .46<.86) 87('S3) .59(， 56) 

非自立性 .13(， 75) .04(， 82) 51(.78) 22(， 59) 

決断力・あたたかさ 20(1. 00) ヘ11(， 91)一.04(， 61) 一.04(， 66) 

規則・マナ寸こ対する忠実さ .33<.90) 36<.79) .64(.66) .51(， 58) 

母親的役割 .93(， 89) 1. 04(， 69) 1.24(.41) 99(， (8) 

自然に対する認識度 子。7(， 93) 一.11<.83) 07(.91) 21(， 81l 

ができる。

なお、カウンセラーの性別の主効果について同様の

分析を行ったが、どの因子にも有意な差は認められな

かった。

一方、交互作用については「気づかい・細やかさ」、

「子供に対する誠実性」の 2因子が有意だった。

まず「気づかい・細やかさ」では、キャンパー性別

×カウンセラー性別に有意差が認められた (F(1，72) 

=4.60，Pく.05))ため、下位検定を行った結果、女性

カウンセラー班に属する女性キャンパーに有意な変化

が認められた (P<'05)。表 4は、各因子について、

表4 PRE・POST調査における

性役割得点の平均と標準偏差

且謹也ぷtd也止
Mean SD Kean SD Kean SD Ke剖 SD

活動性・行動力 -.94 .56 -1.06 .45 ー.94 .62 -.84 .45 

気づかい・細やかさ 45 .84 63 .67 07 1.02 .84 .39 

責任感 -.73 。75 。14 54 -.63 .85 35 67 

子供に対する誠実性 .07 1. 02 12 .70 -.47 .95 50 69 

子供の尊重と愛護心 .52 .74 .96 .51 .16 1.15 78 54 

非自立性 .35 。71 .38 .94 13 .72 .65 .58 

決断力・あたたかさ 00 .85 .00 .71 -.45 1. 13 09 51 

規則 62 .78 .34 .96 68 .53 

母親的役割 .78 1. 08 1. 21 .47 1.11 59 1. 27 .36 

自然に対する認識度 09 .95 03 1.10 .26 90 18 .71 

!JIHP也 4t2f当 hl!!三

llean SD llean 5D Ifean SD Hean SD 

活動性・行動力 .79 .82 .84 。58 ー.68 .73 -.67 .43 

気づかい・細やかさ 45 83 .54 .47 .36 .93 37 48 

責任感 .52 .65 .37 .59 -.49 .57 .12 .67 

子供に対する誠実性 .07 .70 15 。63 ー03 83 .03 .48 

子供の尊重と愛護心 44 .77 59 .60 49 自8 59 53 

非自立性 09 .88 21 .53¥03 .77 24 66 

決断力・あたたかさ 17 .92 00 .77 -.21 .86 .09 54 

規則・叶ーに対する忠実さ 17 .79 59 67 .58 .75 44 。50

母親的役割 1.11 .67 1. 03 .54 .95 72 94 43 

自然に対する認識度 .20 85 32 92 .18 .84 .09 .69 
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図 r気づかい・細やかさ」性役割得点の変化と性差

男性・女性カウンセラー班別に男子・女子キャンパー

の性役割得点の平均値と標準偏差を示したものである。

図1とあわせて見ると、「気づ、かい・細やかさ」は、

女性カウンセラー班の女子キャンパーが男女共性役割

志向へと意識変化していることがわかる。

女性役割に属する「気づかい・細やかさ」に対し、

女性カウンセラー班の女子キャンパーだけが反応した

のは、興味深し、。キャンパー性別の主効果に意識差が

認められた女性役割因子について、女子が社会一般的

な価値観により強く影響されていたために生じた男女

差だったと前述したが、その女子キャンパーに対し、

女性カウンセラーは男女共性の役割観へと変化させた

ことが注目される。これについては、次のことが考え

られる。

一般的価値観の影響をより強く受けている女子キャ

ンパーにとって、女性役割に相対する男性役割の性質

である「活動性・行動力」を持つ女性カウンセラーの

姿は、日常生活で見られる一般的イメージとかけ離れ、

インパクトの強い存在だったことが予想される。こう

いった女性カウンセラーの行動が、間接的であったに

しても「気づかい・細やかさ」の評価に影響している

ものと思われる。

次に「子供に対する誠実性」では、キャンパー性別

×カウンセラ}性別×測定段階に有意差が認められた

(F (1，72) =8.14，Pく.01))。したがって下位検定を行っ

たところ、女性カウンセラー班に属する男子 (Pく，tli)

と女子(Pく.01)に有意な変化が認められた。表4、

図2より「子供に対する誠実性」については、女性カ

ウンセラー班に属する男女キヤンパーそれぞれが、や

はり男女共性の役割志向へと変化していることがうか

がえる。
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根本 8)は、教師の児童への働きかけの比率の違いに

1.0 

ι性
0.5 

役

割

得

占

-0.5 

' PRE 

一→・-'男性カウンセラー瑳・男子

一「企ー-女性カウンセラー班・男子

ーベコ一男性カウンセラー班・女子
ーゼ缶-'女性カウンセラー班・女子

POST 

図 2r子供に対する誠実性」性役割得点の変化と性差

関する研究で、男性・女性教師共に、向性の児童によ

り多く働きかける傾向があることを報告している。仮

に、女性カウンセラーの「子供に対する誠実性」が、

根本がいうように女子キヤンパーに対して偏ったもの

であったなら、男子は働きかけが少ないと感じた分男

性役割志向を、女子は働きかけを受けたと感じた分女

性役割志向を強めたであろう。したがって、これは根

本の報告を支持するものではなく、女性カウンセラー

が男女キヤンパーに偏よりなく接していたことを意味

するものと考えることができる。筆者の観察によると、

カウンセラーが男子にも女子にもあらゆる体験をさせ

ようといった指導方針を持っていたことや、キャンプ

生活を共にすることで、どのキヤンパーも、担当カウ

ンセラーから密接な働きかけを受けていたことが要因

として考えられる。キャンプにおけるカウンセラーの

働きかけについては、量的、質的両面から検討する必

要があると思われる。

以上より、キヤンパーは初めてのキャンプを体験す

ることで、わずか10日間で「活動性・行動力J(男性

役割)、「気づかい・細やかさJ(女性役割)、「子供に

対する誠実性J(男女共性)に対して新たな役割観を

得た。この時期の児童・生徒は、こういった性役割に

敏感であることを示している。

カウンセラーの自由記述によると、キヤンパーの体

力面、精神面に性差がみられること、男子は火つけ、

女子は炊事といった役割分担が自然になされてしまう

ことなどに対して、カウンセラーは戸惑いを感じてい

たようである。しかしながら「力仕事、食事作りも全

員でやっていくように指導している」に代表されるよ

うに、各々がステレオタイプ的な役割づけから離れ、

どのキヤンパーにも挑戦させる場を与えるようにと指

導を行っていた。本研究は、こういったカウンセラー

の指導背景があったことも見逃せない。キャンプは、

キヤンパーに対し、性役割の固定観念にとらわれない、

より幅広い活動体験を提供し、性役割意識の変化に影

響を及ぼしたものと推察される。

結論

本研究の目的は、男女カウンセラーの性役割につい

て評価するとともに、カウンセラーの性別、性役割が

キヤンパーの意識にどのような影響を及ぼすかについ

て検討することである。

その結果、以下のことが明らかになった。

1 )キヤンパーのカウンセラーに対する性役割意識

は、男性役割として「活動性・行動力」、女性

役割として「気づかい・細やかさJr非自立性J

「子供の尊重と愛護心Jr母親的役割」、男女共

性役割として「責任感Jr子供に対する誠実性」

「決断力・あたたかさJr規則・マナーに関する

忠実性Jr自然に対する認識度Jにより構成さ

れていた。

2 )男女共性役割に属する「責任感」、女性役割に

属する「子供の尊重と愛護心Jr非自立性」で

は、キャンプ体験にかかわらず、男女キヤンパー

聞に意識差が認められた。

3 )男性役割に属する「活動性・行動力」の性役割

意識は、担当カウンセラーの性別にかかわらず

男女共性役割観へと変化した。

4 )女性役割に属する「気づかい・細やかさ」に対

する女性カウンセラ}班の女子キヤンパーの性

役割意識は、男女共性役割へと変化した。さら

に男女共性役割に属する「子供に対する誠実性」

では、女性カウンセラー班の男女キヤンパーそ

れぞれに同様の変化が認められた。

以上より、カウンセラーはキヤンパーの性別に付随

する固定的な役割観を理解するとともに、カウンセラー

自身の性役割が及ぼす影響力を考慮して指導を行うべ

きであることが示唆される。



今後の課題として、キヤンパーの参加経験、カウン

セラ一個人の性役割意識、男女別班編成がキヤンパー

の性役割意識の変化に及ぼす影響を明らかにすること

が必要である。また、各プログラムと男性・女性カウ

ンセラーの関連を明らかにし、指導場面においてカウ

ンセラーの性別をより有効的に使う方法を検討するべ

きであると考えられる。
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